
テーマ：東北農研で開発した小麦品種

話し手：髙山 敏之（農研機構東北農業研究センター 畑作物育種グループ長）

「第27回東北農研市⺠講座」のご案内

８月１日（木）までに
住所、氏名（ふりがな）、電話番号をお知らせ下さい（できればメールで）。

電話、FAXの場合は平日9時～17時にお願いします。
当日の飛び入り参加も大歓迎です。

いただいた個人情報は、独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律、関係法令及び当機構個人情報の保護に
関する規程類に基づき、適切に管理し、イベント案内の目的以外に使用いたしません。

※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。

参加申込み・お問合せ

２０１９年８月３日（土）９：３０〜１０：３０日 時

場 所 農研機構東北農業研究センター 北辰興農閣研修室（岩手県盛岡市下厨川字赤平4）

定 員 ５０名、どなたでも参加できます（小学生以下は保護者同伴）。
ただし希望者多数の場合は、先着順とさせていただきます。

農研機構東北農業研究センター 企画部産学連携室
メール：www-tohoku@naro.affrc.go.jp 電話：019-643-3573 FAX：019-643-3588

参加費無料
お茶やコーヒーをご用意します。気軽にご参加下さい。

たかやま としゆき

メール申込み用
QRコード

パン・中華麺用品種「ゆきちから」

東北農業研究センターでは、東北地域向けの小麦・大麦の品種改良を行っていま
す。近年まで東北地域では、地粉（じごな）として親しまれてきた「ナンブコムギ」が最
も栽培されている小麦品種でしたが、小麦縞萎縮病（こむぎしまいしゅくびょう）による
収量の低下が原因で栽培面積が減少しました。現在は、2005年に品種登録した「ゆ

きちから」が最も栽培されている品種であり、パンや中華麺などに広く利用されていま
す。今回は、これまでに育成してきたパン、めん、菓子、もちなど様々な用途向け小
麦品種の特徴などを紹介します。

「銀河のちから」の小麦畑



令和元年度に開催の「農研機構東北農研市民講座」は以下のとおりです。 

回次 

開催月日 

（土曜日） 

9:30-10:30 

講演者 テーマ（仮） 

第 27 回 8 月 3 日 

畑作園芸研究領域 

畑作物育種グループ長 

髙山 敏之 

東北農研で開発した小麦品種 

第 28 回 10 月 5 日 

畜産飼料作研究領域 

飼料利用グループ 

嶝野 英子 

国産トウモロコシで自給飼料を作りま

せんか？（フレコンラップ法） 

第 29 回 11 月 9 日 

企画部 

農業技術コミュニケーター 

山崎 浩道 

夏や秋にうまくイチゴをつくるには？ 

－夏秋イチゴの栽培技術－ 

第 30 回 12 月 7 日 

畜産飼料作研究領域 

飼料管理グループ 

東山 由美 

長期哺乳は子牛の発育を向上させる 

 


